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全国福祉用具相談・研修機関協議会 

２０２5（令和 7）年度全国会議 開催要項 
 

 

 「福祉用具でひらく、新しい時代のケア」 
 

 少子高齢化・人口減少社会に突入した日本において、介護や介助が必要になっても、本人や家

族等が安全で安心して暮らすことができる社会・地域づくりが進められています。特に、病気や

障がい等により介護や介助が必要な人が増える中、介護や介助を支える福祉現場や世帯におい

て人材不足をはじめとする様々な課題が浮き彫りになってきています。 

このような状況の中で、ICF における環境因子としての福祉用具に大きな期待が寄せられて

います。ICT や介護ロボットなど新たなテクノロジーも含め福祉用具の利活用で福祉現場や介

護世帯に対して、協議会としては、「福祉用具でひらく、新しい時代のケア」をテーマとして、福祉

用具を活用した新時代の介護の実現に向けて、下記の「６つの課題」を踏まえながら共に考える

ことを目的に本全国会議を開催します。 
 

福祉用具を活用した新時代の介護へ ６つの課題 
目標：福祉用具を活用した新時代の介護の実現 

目的：超高齢社会で絶対的に増大する介護従事の人材不足や、介護従事者の負担軽減を福祉

用具の利活用で支援する。従事者教育の強化で介護サービスの質の向上を図る。 

 

全分野共通の６つの基本課題として総論を協議し、各課題の各論の協議や活動は分野ごとや、

連携でも推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※全国福祉用具相談・研修機関協議会 理事 成沢良幸作成 

福祉用具を積極的に 
活用する施設運用への 
意識と各種助成制度 

福祉用具を活用した 

新時代の介護のために 

福祉用具を活用する意識
を高めて、適用場面を 
拡げるための啓発教育 

新時代の介護を支援し、 
切り開く、多様な 

福祉用具の開発促進 

福祉用具の活用 
・相談に関する情報を 
共有するしくみと運用 

福祉用具の適切で安全な
取扱いを徹底するための

専門教育 

福祉・介護の 
各種専門家間の連携を 
強化するしくみと運用 

１．介護施設の意識と各種助成 

２．従事者への啓発教育 ３．従事者への専門教育 

４．情報の共有 

６．福祉用具の開発 

会議テーマ 

５．専門家の連携 
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１．主     催： 全国福祉用具相談・研修機関協議会 
 

２．協     力： 公益財団法人テクノエイド協会 
 

３．期     日： 令和 7 年 10 月 24 日（金）13:30～25 日（土）1１:３0 
 

４．会     場： 東京都・国立オリンピック記念青少年総合センター 

（東京都渋谷区代々木神園町 3-1） 

           第１日目（２４日） センター棟３０４室 

           第２日目（２５日） センター棟３10 室 

            ※全国の会員の皆さんが参加しやすい方式として、対面方式とオンライン方

式のハイブリッド方式で開催いたします。（オンライン参加の方の URL は、

参加申込者に後日メールにてお知らせいたします。） 
 

５．参加対象者： 全国福祉用具相談・研修機関協議会会員、介護実習・普及センター所長等の代

表者並びに職員、都道府県及び政令指定都市の関係職員、ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝセンタ

ーの関係職員、福祉用具展示場の関係職員、福祉用具相談機関の関係職員、

福祉用具研修機関の 関係職員、その他関係者（病院・施設・訪問等での福祉

用具相談・研修担当者等）等 
 

６．参 加 費 ： 会員 ３，０００円／非会員 5，０００円 
 

７．情報交換・懇親会費： 1 人５,000 円（税込み）  
 

８.プログラム 

≪第 1日目≫10月 24日（金） 

１２：４５～      受付（会場前にて受付） 

１３：3０～１３：45 開会挨拶  

       全国福祉用具相談・研修機関協議会 代表理事 森島 勝美 

１３：４５～１４：１５ 会議テーマ 「福祉用具でひらく、新しい時代のケア」 

              全国福祉用具相談・研修機関協議会 理事（２０２５年度大会長） 成沢 良幸 

１４：１５～１５：１５ 話題提供 「福祉用具・テクノロジーの利活用と働きやすい職場づくり（仮題）」 

      介護職員の働きやすい職場環境づくり内閣総理大臣表彰受賞 

              社会福祉法人北養会 特別養護老人ホーム もくせい 

１５：１５～１５：25 休憩 

１５：25～１６：35 活動報告・協議 

     「福祉用具を活用した新時代の介護へ～各会員の取り組みから」 

             報告者：一般社団法人日本車椅子シーティング協会 

                      公益財団法人鉄道弘済会 義肢装具サポートセンター 

                      JASPA 介護リフト普及協会 

                  社会福祉法人播陽灘 特別養護老人ホーム いやさか苑 
 

  １6：35       １日目終了 

１７：３０～19:０0 情報交換・懇親会（会費制） 
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≪第２日目≫10月２５日（土） 

9：30～１０：４０ 講 演 「トヨタ自動車の歴史と実績・ノウハウと「新しい介護の創造」との 

            関わり」（仮題） 

             トヨタ自動車株式会社 新事業企画部 事業開発 BE Creation グループ  

主任 久野 泰弘氏 （調整中） 

  １０：４０～１０：５０ 休憩 

  １０：５０～１１：２０ 総評（まとめ） 

                  公益財団法人テクノエイド協会 理事長 三浦 公嗣 

１１：２０～１１：３０ 閉会 

        全国福祉用具相談・研修機関協議会 副代表理事 岡田 正 
 

９．申込み方法： 全国会議の参加申込みについては、下記「２０２５年度全国会議『出欠回答書』

（Google フォーム）」の URL（QR コード）より、2025 年 10 月 6 日（月）ま

でにご回答をお願いします。また、情報交換会・懇親会の出欠等につきまして

も、『出欠回答書』（Google フォーム）」でお知らせください。 

出欠回答 URL ： https://forms.gle/94zJBaMLJ9oyDPat8 

出欠回答 QR コード 

 

 

 
 

10．参加費について： 〇 対面で参加される方につきましては、全国会議会場にてお支払いを

お願いします。 

               〇 オンラインで参加される方につきましては、下記銀行口座に１０月２０

日（月）までにお振込みをお願いいたします。 

                ＜振込先銀行口座＞ 

【銀行】ゆうちょ銀行 

【店名】〇〇八（読み ゼロゼロハチ） 

【店番】008 

【預金種目】普通預金 

【口座番号】6283050 

【口座名義】全国福祉用具相談・研修機関協議会 
 

11．そ  の  他： 全国福祉用具相談・研修機関協議会の２０２５年度第 2 回総会は、協議会の

新年度計画並びに予算についてお諮りする場となりますので、今年度は、  

１月から２月に開催いたしますので、ご了承ください。 
 

１2．お問合せ先： 全国福祉用具相談・研修機関等協議会 （理事・事務局長：中村健治） 

Ｅメール：atct141030@gmail.com 

 ※ お問合せにつきましては、誠に恐縮ですが上記メールにてお問合せくだ

さい。 

 

https://forms.gle/94zJBaMLJ9oyDPat8
mailto:atct141030@gmail.com
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会 員 種 別

正 会 員 協議会の目的に賛同し入会した公的機関・団体

協議会の目的に賛同し入会した民間企業

協議会の目的に賛同し入会した個人

〒162-0823　東京都新宿区神楽河岸 1-1
セントラルプラザ 4F 公益財団法人テクノエイド協会内
mail：atct141030@gmail.com

全国福祉用具相談・研修機関協議会

準 会 員

個 人 会 員

個 人 会 員

正 ・ 準 会 員

『全国福祉用具相談・研修機関協議会』では、
福祉用具に関わる政策提言を実現するために、下記の５つの活動を行っています。

全国会議の開催
年１回開催します。基本テーマは、①在宅・施設等での福祉用具利用 ②福祉用具相談が行える場づくり（テクノエイドセンター等）③福祉

用具に関わる人材の養成とします。新たなる課題や取り組みについては、会員から提案された課題を協議し、実態把握に努めます。

行政機関への
働きかけ及び協働

福祉用具・住環境整備等の
調査・研究活動

関係機関との
連携及び普及啓発

福祉用具・住環境整備等に
携わる人材の育成

年 会 費

会 員 募 集 の ご 案 内

５ つ の 活 動

10,000
50,000

全 国 福 祉 用 具 相 談 ・ 研 修 機 関 協 議 会

円

円

ひろがる福祉用具の輪

政策提言したい内容については、調査研究等のエビデンスを前提に、協議を経てまとめます。福祉用具の普及・発展に必要な

内容については、積極的に国・地方自治体等に提言します。

全国会議で協議する内容については、既存の調査研究等エビデンスを前提にすすめてゆく予定です。必要な調査研究等が

行われていない場合は、自らが調査研究を行い、全国会議の協議材料とします。

会員同士はもちろんのこと、関係団体との連携を深め、福祉用具利用者にとって暮らしやすい環境を作るための共通基盤を構築

していきます。これを通じ、福祉用具の重要性や適用技術の普及と発展に寄与します。

調査研究等で明らかになったことや福祉用具に関する最新知識・技術を福祉用具に関わる機関の従事者や福祉用具プランナー

に向けて発信します。また、教育を通した活動は、福祉用具普及啓発の重要な視点であると捉え、活動します。



全国福祉用具相談・研修機関協議会 殿

入 会 申 込 書

会員区分 正会員    ・    準会員    ・    個人会員

機関名

所在地

FAX電話番号

ご担当者名

メールアドレス

または携帯番号

下記の項目すべてご記入ください。

全国福祉用具相談・研修機関協議会に入会いたします。

年　　　  月　　　  日

●お問い合わせ
全国福祉用具相談・研修機関事務局URL：https://www.atct.jp/
●個人情報の取り扱いについて
当協議会は、お客様から収集した個人情報を以下の目的で利用いたします。
（会員登録手続き・会員向けサービスの提供・お問い合わせへの対応）

（部署名：  　　　　　　　　　　　　　　）（正会員・準会員の方は、ご記入ください。）

※E-mail は、「 - 」（ハイフン）、「 _ 」（アンダーバー）等の区別をはっきりお願いします。

※個人会員の方は、資料等送付先のご住所（勤務先の場合は、勤務先ご住所、勤務先名、部署等）をご記入ください。

〒

（個人会員の方は、お名前をご記入ください。）

ふりがな

E-Mail atct141030@gmail.com
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